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鳥羽マルシェ有限責任事業組合

農
協
と
漁
協
が
共
同
出
資

農
か
な
食
で
観
光
も
両
立

大地の芸術祭実行委員会

ア
ー
ト
で
魅
力
引
き
出
す

訪
問
者
数
は
延
べ

万
人

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の
宝

地
域
資
源
が
交
流
育
む
４
地
区
紹
介

有限会社　タマレンタ企画

民
家
体
験
泊
の
集
客
拡
大

地
元
小
麦
で
商
品
開
発
も

津浪振興会

駅
跡
地
の
交
流
施
設
盛
況

神
楽
体
験
の
受
け
入
れ
も

「農泊」を推進

持続可能な観光ビジネスに
農水省　地域創出へ
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地
元
の
新
鮮
な
農
産
物
を
マ
ル
シ
ェ

で
提
供

生
産
者
が
農
林
水
産
物
を
加
工
し
た

商
品
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る

　
鳥
羽
マ
ル
シ
ェ（
三
重
県
鳥
羽
市
）

は
、
地
元
の
農
水
産
物
の
産
直
市
場

で
、
郷
土
食
を
中
心
と
し
た
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
し
、
観
光

客
な
ど
に
人
気
だ
。
鳥
羽
市
が
整
備

し
た
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、

鳥
羽
志
摩
農
業
協
同
組
合
と
鳥
羽
磯

部
漁
業
協
同
組
合
が
出
資
し
て
立
ち

上
げ
た
「
鳥
羽
マ
ル
シ
ェ
有
限
責
任

事
業
組
合
」
が
２
０
１
４
年

月
か

ら
運
営
し
て
い
る
。

　
農
協
と
漁
協
の
共
同
出
資
は
全
国

的
に
も
珍
し
い
。
地
元
の
農
水
産
物

の
価
格
低
迷
、
後
継
者
の
不
足
な
ど

の
課
題
解
決
と
と
も
に
、
年
間
約
４

４
０
万
人
が
来
訪
す
る
観
光
地
と
し

て
食
の
魅
力
の
発
信
、
付
加
価
値
の

高
い
特
産
品
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。

　
鮮
度
が
高
く
食
べ
頃
の
農
水
産
物

の
直
売
事
業
、
地
域
に
継
承
さ
れ
て

き
た
食
文
化
を
提
案
す
る
レ
ス
ト
ラ

ン
・
惣
菜
事
業
、
農
水
産
物
を
生
か

し
た
加
工
事
業
に
取
り
組
む
。
２
０

１
５
年
に
は
直
売
部
門
の
売
り
上
げ

が
約
８
千
万
円
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
来

店
者
数
が
約
３
万
２
千
人
、
販
売
す

る
加
工
品
が
約
１
６
０
品
目
に
上
っ

た
。

　
鳥
羽
マ
ル
シ
ェ
の
事
業
に
よ
っ
て

自
家
消
費
が
中
心
だ
っ
た
農
産
物
を

収
入
に
変
え
、
鮮
度
の
高
い
水
産
物

を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
生
産
者
の
所
得

向
上
を
支
援
。
６
次
産
業
化
に
向
け

て
生
産
者
、
加
工
業
者
、
消
費
者
を

結
ぶ
機
能
も
担
っ
て
い
る
。
サ
メ
や

海
藻
の
ア
ラ
メ
な
ど
地
域
の
特
色
あ

る
食
文
化
の
発
信
に
も
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

　
本
物
志
向
の
観
光
客
や
外
国
人
旅

行
者
を
集
客
す
る
観
光
地
域
づ
く
り

に
協
力
。
農
水
産
物
が
持
つ
ス
ト
ー

リ
ー
や
健
康
効
果
を
併
せ
て
発
信
す

る
こ
と
で
観
光
振
興
に
も
つ
な
げ

る
。
観
光
な
ど
を
含
め
た
地
域
経
済

の
好
循
環
化
を
促
進
す
る
た
め
、市
、

農
協
、
漁
協
、
鳥
羽
マ
ル
シ
ェ
な
ど

は
協
議
会
を
設
置
し
連
携
を
強
化
し

て
い
る
。

古
民
家
を
再
生
し
た
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
「
う
ぶ
す
な
の
家
」

棚田を題材にした作品

　
３
年
に
１
度
開
か
れ
る
国
際
芸
術

祭
「
大
地
の
芸
術
祭
　
越
後
妻
有
ア

ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
の
舞
台
、

越
後
妻
有
地
域
（
新
潟
県
十
日
町
市

・
津
南
町
）
で
は
、
「
大
地
の
芸
術

祭
の
里
」
と
し
て
、
ア
ー
ト
を
通
じ

て
地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
活
動
が
成

果
を
上
げ
て
い
る
。
２
０
１
５
年
の

芸
術
祭
で
は
参
加
集
落
が
１
１
０
に

上
り
、
期
間
中
の

日
間
に
延
べ
約


万
人
が
作
品
を
楽
し
ん
だ
。

　
１
９
９
４
年
、
新
潟
県
知
事
が
提

唱
し
た
広
域
活
性
化
政
策
に
基
づ
い

て
企
画
が
始
動
。
過
疎
・
高
齢
化
が

進
む
地
域
の
再
生
に
向
け
た
計
画
が

策
定
さ
れ
た
。
自
治
体
、
企
業
、
芸

術
家
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会

が
組
織
さ
れ
、
活
性
化
事
業
の
柱
と

な
る
芸
術
祭
が
２
０
０
０
年
に
初
め

て
開
催
さ
れ
た
。

　
芸
術
祭
に
向
け
て
、住
民
、作
家
、

地
域
外
か
ら
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
交
流
し
な
が
ら
協
働
で
作
品
を

制
作
す
る
の
が
特
徴
。
地
域
の
景
観

や
文
化
を
生
か
し
た
作
品
の
数
々
は

一
つ
の
施
設
内
で
は
な
く
、
里
山
、

集
落
な
ど
各
地
に
設
置
さ
れ
る
。

　
地
域
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

地
域
住
民
が
交
流
を
重
ね
る
う
ち
に

理
解
が
進
み
、
２
０
１
５
年
の
芸
術

祭
の
参
加
集
落
は
当
初
の
約
４
倍
に

増
え
た
。訪
問
者
数
も
増
え
、県
外
、

海
外
の
訪
問
者
が
全
体
の

％
に
及

ん
だ
。交
流
人
口
の
拡
大
に
加
え
て
、

芸
術
祭
を
契
機
に
地
域
内
に
移
住
し

た
若
者
は

人
近
い
。

　
古
民
家
を
再
生
し
た
「
う
ぶ
す
な

の
家
」
は
、
芸
術
作
品
で
あ
る
と
同

時
に
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
を

提
供
す
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。
芸
術
祭
か
ら
派

生
し
た
取
り
組
み
で
は
、
地
元
の
特

産
品
の
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
全
国
の

若
手
作
家
と
連
携
し
て
デ
ザ
イ
ン
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
誕
生
。
地
域
を

訪
れ
た
人
に
棚
田
の
オ
ー
ナ
ー
に
な

っ
て
も
ら
う
「
ま
つ
だ
い
棚
田
バ
ン

ク
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
棚
田
の

維
持
、
管
理
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
「
強
い
農
林
水
産
業
」
「
美
し
く
活
力
あ
る
農
山
漁
村
」
の
実
現
の
た
め
、
農
山
漁
村
の
有
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
す
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
、
所
得
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
優
良
事
例
を
選
定
し
、
全
国
に
発
信
す
る
内
閣
官
房
お
よ
び
農
林
水

産
省
共
催
の
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
（
む
ら
）
の
宝
」
。
昨
年
（
第
３
回
選
定
）
は
、
応
募
７
６
９
地
区
の
中
か
ら

地
区
が

選
定
さ
れ
、

月
２
日
に
グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
の
各
賞
が
決
定
し
た
。

　
本
紙
で
は
、
観
光
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
選
定
地
区
を
紹
介
し
て
い
る
。
今
週
号
で
は
、
農
林
水
産
物
や
景
観
と
い
っ
た
地
域

の
多
様
な
魅
力
を
生
か
し
、
住
民
が
連
携
し
て
交
流
拡
大
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
４
地
区
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

民
家
体
験
泊
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
刈
り
を

体
験
を
す
る
生
徒

島
の
小
麦
に
着
目
し
て
事
業
を
展
開

　
沖
縄
・
伊
江
島
（
伊
江
村
）
の
有

限
会
社
、
タ
マ
レ
ン
タ
企
画
は
、
修

学
旅
行
生
を
一
般
家
庭
で
受
け
入
れ

て
、
農
業
や
漁
業
、
島
の
暮
ら
し
を

学
ん
で
も
ら
う
民
家
体
験
泊
事
業
で

成
果
を
上
げ
て
い
る
。
島
で
昔
か
ら

栽
培
さ
れ
て
き
た
小
麦「
江
島
神
力
」

に
着
目
し
た
新
商
品
づ
く
り
、
飲
食

店
の
開
業
な
ど
、
小
麦
生
産
の
６
次

産
業
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
社
は
、
観
光
客
向
け
の
レ
ン
タ

カ
ー
・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
手

掛
け
て
き
た
が
、
２
０
０
２
年
か
ら

修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
を
開
始
。

近
年
で
は
村
全
体
の
受
け
入
れ
数
は

年
間
約
６
万
人
に
上
り
、
同
社
の
取

り
扱
い
も
２
０
１
１
年
に
は
約
２
万

７
千
人
だ
っ
た
が
、
２
０
１
５
年
に

は
約
３
万
４
千
人
に
増
加
し
た
。

　
受
け
入
れ
家
庭
と
の
交
流
、
伊
江

島
な
ら
で
は
の
体
験
が
評
判
と
な

り
、
学
校
数
、
生
徒
数
と
も
に
右
肩

上
が
り
。
受
け
入
れ
家
庭
の
所
得
向

上
に
貢
献
し
、
村
内
の
商
店
で
の
食

材
の
調
達
、
土
産
品
の
購
入
な
ど
地

域
の
経
済
波
及
効
果
も
大
き
い
。
社

会
人
に
な
っ
た
生
徒
た
ち
が
島
を
再

訪
し
た
り
、
生
徒
の
口
コ
ミ
で
両
親

が
島
を
訪
れ
た
り
す
る
こ
と
も
島
の

観
光
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

　
地
元
の
小
麦
の
価
値
を
見
直
そ
う

と
、
２
０
１
２
年
に
は
農
家

戸
と

契
約
を
結
び
、
生
産
事
業
組
合
を
立

ち
上
げ
た
。
初
年
度
は
約

㌧
を
収

穫
し
、沖
縄
そ
ば
の
麺
に
加
工
し
た
。

全
粒
粉
の
小
麦
を
使
用
し
た
チ
ッ
プ

ス
「
ケ
ッ
ク
ン
」
も
開
発
。
県
内
の

ビ
ー
ル
会
社
と
提
携
し
、
島
の
小
麦

を
使
っ
た
発
泡
酒
も
発
売
さ
れ
た
。

２
０
１
５
年
の
小
麦
商
品
の
売
り
上

げ
は
約
２
２
０
０
万
円
に
上
っ
た
。

　
小
麦
を
は
じ
め
地
産
地
消
の
食
に

こ
だ
わ
っ
た
飲
食
店
も
開
業
。
小
麦

関
連
事
業
を
独
立
さ
せ
て
「
株
式
会

社
い
え
じ
ま
家
族
」
を
設
立
し
、
加

工
場
な
ど
を
整
備
し
た
。
島
の
人
口

は
約
４
７
０
０
人
で
雇
用
が
限
ら
れ

る
中
、
タ
マ
レ
ン
タ
企
画
と
い
え
じ

ま
家
族
の
２
社
で
パ
ー
ト
を
含
め
て


人
の
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
る
。

「
ぷ
ら
っ
と
ホ
ー
ム
つ
な
み
」
の
交

流
イ
ベ
ン
ト

神
楽
を
体
験
す
る
修
学
旅
行
生

　
地
域
住
民
で
つ
く
る
津
浪
振
興
会

（
広
島
県
安
芸
太
田
町
）
は
、
鉄
道

の
廃
線
に
伴
い
廃
駅
と
な
っ
た
津
浪

駅
の
跡
地
に
情
報
発
信
・
交
流
施
設

「
ぷ
ら
っ
と
ホ
ー
ム
つ
な
み
」
を
整

備
し
、
地
元
の
野
菜
な
ど
の
特
産
品

の
販
売
、
食
事
の
提
供
な
ど
で
売
り

上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。
修
学
旅
行

生
や
外
国
人
旅
行
者
に
地
域
の
伝
統

芸
能
、
神
楽
を
見
学
、
体
験
し
て
も

ら
う
活
動
も
好
評
を
得
て
い
る
。

　
２
０
０
３
年

月
の
鉄
道
の
廃

線
、
小
学
校
の
閉
校
・
統
合
な
ど
、

地
域
の
少
子
高
齢
化
が
課
題
と
な
る

中
、
２
０
１
１
年
４
月
に
「
ぷ
ら
っ

と
ホ
ー
ム
つ
な
み
」
を
自
前
で
建
設

し
た
。
農
林
水
産
省
の
交
付
金
な
ど

も
活
用
し
施
設
を
増
築
。
販
売
部
門

や
食
堂
部
門
な
ど
の
売
り
上
げ
は
２

０
１
５
年
が
約
１
８
０
０
万
円
で
、

５
年
間
で
約
２
倍
に
増
加
し
た
。

　
施
設
で
は
春
ま
つ
り
、
ホ
タ
ル
を

観
る
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
、

販
売
事
業
に
加
え
て
交
流
活
動
も
活

性
化
。
２
０
１
５
年
に
は
「
つ
な
み

山
の
楽
校
」
を
立
ち
上
げ
、
里
山
資

源
を
利
用
し
た
都
市
農
村
交
流
活
動

を
推
進
し
て
い
る
。
そ
ば
打
ち
交
流

で
は
、
遊
休
農
地
の
活
用
な
ど
で
そ

ば
を
栽
培
し
、
そ
ば
打
ち
の
体
験
会

を
開
催
。
廃
校
舎
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

利
用
し
た
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
は

広
島
市
内
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
、

新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
安
芸
太
田
町
な
ど
が
取
り
組
む
農

家
民
泊
に
よ
る
修
学
旅
行
生
の
受
け

入
れ
に
も
協
力
。
伝
統
芸
能
を
継
承

す
る
津
浪
神
楽
団
の
活
動
が
盛
ん
な

こ
と
か
ら
、
修
学
旅
行
の
生
徒
た
ち

に
夜
神
楽
の
練
習
風
景
を
公
開
し
た

と
こ
ろ
好
評
だ
っ
た
。
ま
た
、
米
国

の
旅
行
会
社
を
通
じ
て
訪
日
し
た
外

国
人
観
光
客
に
神
社
で
神
楽
を
体
験

し
て
も
ら
う
企
画
に
も
協
力
し
た
。

　
津
浪
振
興
会
で
は
、
「
ぷ
ら
っ
と

ホ
ー
ム
つ
な
み
」の
さ
ら
な
る
整
備
、

廃
校
舎
を
活
用
し
た
宿
泊
も
可
能
な

施
設
の
整
備
、
里
山
の
整
備
な
ど
を

通
じ
、
都
市
農
村
交
流
を
推
進
し
て

定
住
人
口
の
確
保
を
目
指
す
。

　
農
林
水
産
省
は
、
日
本
な
ら
で

は
の
伝
統
的
な
生
活
体
験
や
農
山

漁
村
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
楽

し
む
農
山
漁
村
滞
在
型
旅
行
を

「
農
泊
」
と
呼
称
し
、
来
年
度
か

ら
農
泊
に
意
欲
の
あ
る
地
域
を
重

点
的
に
支
援
す
る
方
針
だ
。
農
泊

を
通
じ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む

観
光
客
を
呼
び
込
み
、
農
山
漁
村

の
所
得
向
上
を
目
指
す
。

　
農
泊
は
農
山
漁
村
で
の
民
泊
、

民
宿
だ
け
で
は
な
く
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
や
改
修
し
た
古
民
家
を
含

め
、
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

宿
泊
手
段
で
、
農
山
漁
村
の
体
験

・
交
流
型
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
楽
し

む
滞
在
型
旅
行
を
意
味
す
る
。

　
農
泊
を
持
続
可
能
、
自
立
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
に
す
る
に
は
、
地
域
の

合
意
形
成
、
専
門
職
員
を
有
し
法

人
格
を
持
っ
た
推
進
組
織
の
整

備
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
く

地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
や
商
品
造

成
、
販
売
促
進
な
ど
が
不
可
欠
。

農
水
省
で
は
こ
れ
ら
を
農
泊
推
進

対
策
と
し
て
後
押
し
す
る
。

　
支
援
対
象
は
、
地
方
自
治
体
、

多
様
な
主
体
が
参
画
す
る
協
議
会

だ
け
で
な
く
、
農
泊
を
推
進
す
る

中
核
的
な
法
人
に
対
し
て
も
直
接

的
な
支
援
を
行
う
。
ソ
フ
ト
、
ハ

ー
ド
の
支
援
策
は
、
別
々
の
手
続

き
で
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
一

体
的
に
実
施
し
て
い
く
。

　
２
０
１
７
年
度
予
算
案
に
は
新

規
で

億
円
を
計
上
し
た
。
２
０

２
０
年
度
ま
で
に
「
農
泊
地
域
」

５
０
０
カ
所
の
創
出
を
目
指
す
。

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
（
む

ら
）
の
宝
」
の
選
定
地
区
か
ら
農

泊
地
域
が
誕
生
す
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。


